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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第３四半期
累計期間

第41期
第３四半期連結
累計期間

第40期
第３四半期
会計期間

第41期
第３四半期連結
会計期間

第40期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
11月30日

自平成22年
３月１日
至平成22年
11月30日

自平成21年
９月１日
至平成21年
11月30日

自平成22年
９月１日
至平成22年
11月30日

自平成21年
３月１日
至平成22年
２月28日

売上高（百万円） 98,246 101,203 31,242 32,585 132,212

経常利益（百万円） 6,669 7,532 1,831 2,340 8,962

四半期（当期）純利益（百万円） 3,659 4,395 1,073 1,361 4,993

純資産額（百万円） － － 55,240 61,971 57,997

総資産額（百万円） － － 79,255 87,569 88,018

１株当たり純資産額（円） － － 3,456.373,773.293,539.78

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
228.95 275.04 67.16 85.20 312.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
    －     －     －     － －

自己資本比率（％） － － 69.7 68.9 64.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,001 685 － － 9,828

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,493 △8,995 － － △4,657

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,089 △1,154 － － △1,250

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 14,242 10,278 19,743

従業員数（人） － － 1,087 1,119 1,106

　（注）１．前第３四半期会計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前第３四半期連結累計（会計）期間に

代えて前第３四半期累計（会計）期間について記載しております。

 　　　 ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。 

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

 

 

４【従業員の状況】

 (1）連結会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数（人） 1,119(5,151)

　（注）１．従業員数は、就業人員（当社グループ外から当社グループへの出向者を含む）であり、準社員及び嘱託社員を

含めております。

　２．（　）内は、外書きで、臨時従業員数（パートナー社員及びアルバイト）の当第３四半期連結会計期間の平均

人員（１人８時間換算）を記載しております。

 (2）提出会社の状況

 平成22年11月30日現在

従業員数（人） 1,097(5,131)

　（注）１．従業員数は、就業人員（当社より当社グループへの出向者を含む）であり、準社員及び嘱託社員を含めており

ます。

２．（　）内は、外書きで、臨時従業員（パートナー社員及びアルバイト）の当第３四半期会計期間の平均人員数

（１人８時間換算）を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、小売事業を主な事業としており、生産及び受注については記載してお

りません。

 

（1）販売実績

 　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

 

部門 金　　　額（百万円） 前年同四半期比（％）

小売

衣料品 3,269     －

住居関連用品 9,810     －

食料品 17,925     －

小計 31,005     －

外食及びホテル

外食 1,462     －

ホテル 27     －

小計 1,490     －

コンビニエンスストア 89     －

売上高合計 32,585     －

　（注）１．前第３四半期連結会計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期比については記載し

ておりません。　

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日～平成22年11月30日）におけるわが国経済は、景気対策効果等

により一部に景気の持ち直しの動きが見られたものの、株価低迷や円高傾向などの不安材料から先行き不透明感

を払拭できず、雇用情勢、個人消費など依然として厳しい状況で推移いたしました。

小売業界におきましては、個人消費が低迷する中、他業態を巻き込んだ競争の激化や低価格販売による競争に

より商品単価が下落するなど、依然として厳しい状況が続いております。

このような環境の中、当社グループの中核である「株式会社サンエー」は、経営方針を「お客様の立場で考え

る」とし、全ての基本はお客様の信頼と支持が原点であることを再認識し、企業理念の浸透、七大基本（クリンリ

ネス、鮮度と味、品揃え、価格、陳列技術、サービス、正しい表示）の徹底、既存店の活性化、効率化を図るとともに

商品力の強化、情報システム開発、人事制度改革等を行いました。

店舗展開につきましては、10月に「北谷はまがわ店」（沖縄県中頭郡北谷町）を出店いたしました。また、９月

に「真栄原店」（沖縄県宜野湾市）を閉店いたしました。

その結果、当第３四半期連結会計期間における営業収益（売上高及び営業収入）は343億48百万円、営業利益は

23億7百万円、経常利益は23億40百万円、四半期純利益は13億61百万円となりました。

なお、平成22年２月期第４四半期より連結財務諸表を作成しているため、前年同期との比較分析は行っており

ません（以下「（３）キャッシュ・フローの状況」においても同じ。）。

 

部門別の業績は、次のとおりであります。

　「小売部門」

小売部門におきましては、家電商品が好調に推移した結果、売上高は310億5百万円となりました。

衣料品は、品揃えの強化により商品単価が回復し、売上高は32億69百万円となりました。

住居関連用品は、景気対策によるエコポイント効果により家電商品が好調に推移し、売上高は98億10百万円と

なりました。

食料品は、低価格販売による競争激化で商品単価が下落する中、お客様のニーズに対応した販売促進を実施し

ましたが、行事（旧盆　昨年９月１日～９月３日）の影響もあり、売上高は179億25百万円となりました。

　「外食及びホテル部門」 

外食及びホテル部門におきましては、お客様の低価格志向が強まる中、ＱＳＣ（良い品質、良いサービス、清潔

な環境）の向上に努めてまいりました。その結果、売上高は14億90百万円となりました。

「ＣＶＳ（コンビニエンスストア）部門」　

ＣＶＳ部門におきましては、個人消費の低迷や天候不順が続いたことにより、厳しい環境となりましたが、株式

会社ローソンの企業理念「私たちは“みんなと暮らすマチ”を幸せにします。」の具現化を目指し、ＣＳ（お客

様満足）の向上を実現するための施策を実行いたしました。また、沖縄の企業として地域に密着した商品開発・

販売促進を実施いたしました。その結果、売上高（直営店）は89百万円、営業収入は7億83百万円となりました。　
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（２）資産、負債及び純資産の状況

①　資産　

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して4億49百万円減少し、875億69百万円

となりました。

主な要因は、「現金及び預金」が34億64百万円減少したことや、「商品及び製品」が10億3百万円の増加及び

有形固定資産が11億18百万円増加したことによるものであります。

②　負債　

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比較して44億22百万円減少し、255億97百万円と

なりました。

主な要因は、前連結会計年度末が金融機関の休業日のため、仕入債務等62億83百万円の支払が当第３四半期

連結累計期間に繰越され仕入債務等が減少したことによるものであります。

③　純資産　

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して39億73百万円増加し、619億71百万円

となりました。

主な要因は、利益剰余金が38億4百万円増加したことによるものであります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計

期間末より30億97百万円減少し、102億78百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりでありま

す。　

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動で得た資金は9億24百万円となりました。

主な要因は、税金等調整前四半期純利益23億36百万円の計上、売上債権の増加3億68百万円及びたな卸資産の

増加7億86百万円によるものであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動に使用した資金は38億19百万円となりました。

主な要因は、定期預金の預入による支出60億円、定期預金の払戻による収入40億円及び有形固定資産の取得

による支出18億39百万円であります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動に使用した資金は2億2百万円となりました。

主な要因は、長期借入金の返済による支出1億61百万円であります。 

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。            

 

(2）設備の新設、除却等の計画

①　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設につ

いて完了したものは、次のとおりであります。

会社名　 事業所名　 所在地　
セグメント

の名称　
完了年月　 完了後の増加能力　

 ㈱サンエー　  北谷はまがわ店　  沖縄県中頭郡北谷町　
 小売　

 外食　
 平成22年10月　

 売場面積　1,572㎡

 客席　　　　 70席　　

　

②　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の除却につ

いて完了したものは、次のとおりであります。　

事業所名 所在地
セグメント

の名称

設備の

内容

帳簿価額
　

従業員数

（人）　

建物及び

構築物

（百万円）　

土地

（百万円）

その他

（百万円）　

合計

（百万円）　

真栄原店　

沖縄県

宜野湾

市　

小売 店舗　 　－ 123　 －　 123　
3　

(27)　

（注）１．従業員数の（ ）内は、外書きで、臨時従業員（１人８時間換算）を記載しております。

　　　２．上記の設備等について、前連結会計年度において減損損失2億62百万円を特別損失に計上しております。　

　

③　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名　 所在地　 セグメントの名称

投資予定金額　

完了予定　総額

（百万円）　

既支払額

（百万円）　

 ㈱サンエー　  沖縄県宜野湾市  小売 外食　 　計画中 　1,619 平成24年夏　

 ㈱ローソン沖縄　  沖縄県那覇市
 コンビニエンス

 ストア　
20　 －　  平成23年２月　

(注）投資予定金額の既支払額は、土地の購入価額であります。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
(平成22年11月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,990,827 15,990,827
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 15,990,827 15,990,827 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

 平成22年９月１日～

平成22年11月30日
    － 15,990     － 3,723     － 3,686

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

　 平成22年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式  －  －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  －

 議決権制限株式（その他）  －  －  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式 　 　 8,800  －  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式  15,965,100  159,651  －

 単元未満株式  普通株式   　 16,927  －
 １単元（100株）未満の

株式

 発行済株式総数  15,990,827  －  －

 総株主の議決権  －  159,651  －

  

②【自己株式等】

　 平成22年11月30日現在

 所有者の氏名又は名称  所有者の住所
 自己名義所有

株式数（株）

 他人名義所

有株式数

（株）

 所有株式数の

合計（株）

 発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

 株式会社サンエー
 沖縄県宜野湾市大

山七丁目２-１０
 8,800 －  8,800  0.05

 計 －  8,800 －  8,800  0.05

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円） 3,560 3,945 3,850 3,580 3,600 3,260 3,250 3,350 3,355

最低（円） 3,210 3,485 3,305 3,230 3,160 3,020 3,000 3,080 3,020

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

(2）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　

(3）前第３四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年

３月１日から平成21年11月30日まで）は四半期連結財務諸表を作成していないため、前第３四半期連結会計期間

（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21

年11月30日まで）に係る四半期連結損益計算書並びに前第３四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21

年11月30日まで）に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第３四半期会計期間（平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係

る四半期損益計算書並びに前第３四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期

キャッシュ・フロー計算書を記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21

年11月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び当第３四半期連結累計期

間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツ

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,278 19,743

売掛金 2,128 1,225

商品及び製品 9,206 8,203

原材料及び貯蔵品 184 183

その他 2,150 1,803

流動資産合計 29,947 31,158

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 18,670

※
 19,792

土地 25,203 22,880

その他（純額） ※
 2,564

※
 2,647

有形固定資産合計 46,438 45,320

無形固定資産

のれん 1,474 1,597

その他 328 333

無形固定資産合計 1,803 1,931

投資その他の資産 9,379 9,608

固定資産合計 57,621 56,859

資産合計 87,569 88,018

負債の部

流動負債

買掛金 8,395 11,105

1年内返済予定の長期借入金 585 585

未払法人税等 1,386 1,967

賞与引当金 1,634 853

商品券等回収損失引当金 22 24

その他 6,460 7,861

流動負債合計 18,485 22,397

固定負債

長期借入金 1,948 2,403

退職給付引当金 1,889 1,844

役員退職慰労引当金 431 406

その他 2,842 2,968

固定負債合計 7,112 7,623

負債合計 25,597 30,020
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,723 3,723

資本剰余金 3,686 3,686

利益剰余金 52,822 49,018

自己株式 △24 △24

株主資本合計 60,207 56,403

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 97 169

評価・換算差額等合計 97 169

少数株主持分 1,666 1,424

純資産合計 61,971 57,997

負債純資産合計 87,569 88,018
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（２）【四半期連結損益計算書】
【前第３四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年11月30日)

売上高 98,246

売上原価 68,391

売上総利益 29,854

営業収入 3,034

営業総利益 32,889

販売費及び一般管理費

給料 9,078

賞与引当金繰入額 1,515

退職給付費用 166

役員退職慰労引当金繰入額 19

減価償却費 2,236

その他 13,315

販売費及び一般管理費合計 26,331

営業利益 6,557

営業外収益

受取利息 27

受取配当金 14

債務勘定整理益 26

その他 103

営業外収益合計 171

営業外費用

支払利息 49

その他 10

営業外費用合計 59

経常利益 6,669

特別損失

固定資産除却損 20

減損損失 381

特別損失合計 401

税引前四半期純利益 6,268

法人税、住民税及び事業税 3,010

法人税等調整額 △401

法人税等合計 2,608

四半期純利益 3,659
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【当第３四半期連結累計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

売上高 101,203

売上原価 70,595

売上総利益 30,608

営業収入 5,293

営業総利益 35,902

販売費及び一般管理費

給料 9,393

賞与引当金繰入額 1,634

退職給付費用 181

役員退職慰労引当金繰入額 25

減価償却費 2,193

のれん償却額 122

その他 14,986

販売費及び一般管理費合計 28,537

営業利益 7,364

営業外収益

受取利息 50

受取配当金 12

債務勘定整理益 30

その他 144

営業外収益合計 237

営業外費用

支払利息 40

商品券等回収損失引当金繰入額 7

その他 21

営業外費用合計 69

経常利益 7,532

特別損失

固定資産除却損 12

特別損失合計 12

税金等調整前四半期純利益 7,519

法人税、住民税及び事業税 3,200

法人税等調整額 △317

法人税等合計 2,882

少数株主利益 241

四半期純利益 4,395
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【前第３四半期会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成21年11月30日)

売上高 31,242

売上原価 21,676

売上総利益 9,565

営業収入 983

営業総利益 10,548

販売費及び一般管理費

給料 3,001

賞与引当金繰入額 474

退職給付費用 55

役員退職慰労引当金繰入額 6

減価償却費 765

その他 4,434

販売費及び一般管理費合計 8,738

営業利益 1,810

営業外収益

受取利息 10

債務勘定整理益 3

その他 25

営業外収益合計 39

営業外費用

支払利息 15

その他 2

営業外費用合計 18

経常利益 1,831

特別損失

固定資産除却損 14

減損損失 15

特別損失合計 30

税引前四半期純利益 1,801

法人税、住民税及び事業税 838

法人税等調整額 △110

法人税等合計 728

四半期純利益 1,073
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【当第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成22年11月30日)

売上高 32,585

売上原価 22,683

売上総利益 9,902

営業収入 1,762

営業総利益 11,664

販売費及び一般管理費

給料 3,049

賞与引当金繰入額 491

退職給付費用 60

役員退職慰労引当金繰入額 7

減価償却費 747

のれん償却額 40

その他 4,960

販売費及び一般管理費合計 9,357

営業利益 2,307

営業外収益

受取利息 18

債務勘定整理益 4

その他 31

営業外収益合計 54

営業外費用

支払利息 12

商品券等回収損失引当金繰入額 1

その他 6

営業外費用合計 20

経常利益 2,340

特別損失

固定資産除却損 3

特別損失合計 3

税金等調整前四半期純利益 2,336

法人税、住民税及び事業税 1,051

法人税等調整額 △173

法人税等合計 877

少数株主利益 97

四半期純利益 1,361
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第３四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 6,268

減価償却費 2,236

減損損失 381

賞与引当金の増減額（△は減少） 720

受取利息及び受取配当金 △41

支払利息 49

売上債権の増減額（△は増加） △310

たな卸資産の増減額（△は増加） △650

仕入債務の増減額（△は減少） △3,048

未払金の増減額（△は減少） △979

預り金の増減額（△は減少） △734

その他 655

小計 4,545

法人税等の支払額 △3,544

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,001

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,553

投資有価証券の取得による支出 △3

利息及び配当金の受取額 29

その他 33

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,493

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △454

利息の支払額 △50

配当金の支払額 △557

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △26

自己株式の取得による支出 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,089

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,581

現金及び現金同等物の期首残高 15,823

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 14,242
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【当第３四半期連結累計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 7,519

減価償却費 2,193

のれん償却額 122

固定資産除却損 12

賞与引当金の増減額（△は減少） 781

受取利息及び受取配当金 △62

支払利息 40

売上債権の増減額（△は増加） △903

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,003

仕入債務の増減額（△は減少） △2,710

未払金の増減額（△は減少） △1,001

預り金の増減額（△は減少） △761

その他 177

小計 4,405

法人税等の支払額 △3,720

営業活動によるキャッシュ・フロー 685

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000

定期預金の払戻による収入 4,000

有形固定資産の取得による支出 △3,087

利息及び配当金の受取額 42

その他 49

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,995

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △454

利息の支払額 △41

リース債務の返済による支出 △68

配当金の支払額 △589

自己株式の取得による支出 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,154

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,464

現金及び現金同等物の期首残高 19,743

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 10,278
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

１．たな卸資産の評価方法

　

　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を一部省

略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法に

より算定しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法

 

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分する方法により算定しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年11月30日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

 ※　有形固定資産の減価償却累計額は、33,183百万円であ

ります。 

 ※　有形固定資産の減価償却累計額は、31,112百万円であ

ります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

　

 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　資金の範囲に含めた現金及び現金同等物の四半期末

残高（142億42百万円）は、四半期貸借対照表の現金

及び預金残高と一致しております。

　

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

　

 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年11月30日現在）

百万円　

現金及び預金勘定　 16,278　

預入期間が３ヶ月を超える定期預金　 △6,000　

現金及び現金同等物　 10,278　
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　

平成22年11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　　　　　　　15,990千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　　　　　　　　　     8千株 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額 

（決議） 株式の種類
配当金の総額 

（百万円）

１株当たり 

配当額(円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成22年５月25日 　

　定時株主総会
 普通株式  591  37 平成22年２月28日 平成22年５月26日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

小売部門の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計額及び営業利益の合計額に占める割合

がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。　　

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

　

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年11月30日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 3,773.29円 １株当たり純資産額 3,539.78円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

　

１株当たり四半期純利益金額 228.95円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

　

四半期純利益（百万円） 3,659 　

普通株主に帰属しない金額（百万円）         － 　

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 3,659 　

期中平均株式数（千株） 15,982 　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

　

１株当たり四半期純利益金額 275.04円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

　

四半期純利益（百万円） 4,395 　

普通株主に帰属しない金額（百万円）         － 　

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 4,395 　

期中平均株式数（千株） 15,982 　
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前第３四半期会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

　

１株当たり四半期純利益金額 67.16円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

　

四半期純利益（百万円） 1,073 　

普通株主に帰属しない金額（百万円）         － 　

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,073 　

期中平均株式数（千株） 15,982 　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

　

１株当たり四半期純利益金額 85.20円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

　

四半期純利益（百万円） 1,361 　

普通株主に帰属しない金額（百万円）         － 　

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,361 　

期中平均株式数（千株） 15,982 　

２【その他】

　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成22年１月12日

株式会社サンエー 　

取締役会　御中 　

有限責任監査法人  トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠原　孝広　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永田　立　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンエーの

平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第40期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21年11

月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンエーの平成21年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３

四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年12月１日に株式会社ローソン沖縄の株式を取得した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成23年１月13日

株式会社サンエー 　

取締役会　御中 　

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠原　孝広　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永田　立　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンエーの

平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年

11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンエー及び連結子会社の平成22年11月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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